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[要旨] ホンシュウジカの Sarcocystis はこれまでに S. sybillensis および S. wapiti の 2 種が記載されているが， 2010 年 10 月

から 2011 年 3 月にかけて兵庫県宍粟市で捕獲されたホンシュウジカの心筋から，それらとは明らかに形態の異なるサルコ

シストの寄生が認められた。これらのサルコシストには少なくとも外形の異なる 3 タイプが存在したが，これらについて 

SSU rRNA の塩基配列を比較した結果，いずれも高い相同性が見られたことから，今回得られた外形の異なるサルコシスト

を作る種は同種であると考えられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




